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年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
内
閣
の
対
応
の
遅
れ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

年
金
記
録
不
備
問
題
は
、
国
民
全
体
に
大
き
な
不
安
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
政
府
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
大
き
く
傷
つ

け
る
事
態
に
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

に
お
け
る
長
妻
昭
議
員
の
質
問
に
始
ま
り
、
民
主
党
が
事
態
の
深
刻
さ
を
訴
え
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
江
田
憲
司
議
員
に
よ
る

質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
八
五
号
）
に
よ
れ
ば
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
及
び
塩
崎
内
閣
官
房
長

官
が
未
統
合
の
記
録
の
件
を
含
め
年
金
記
録
の
問
題
に
つ
い
て
認
識
し
た
の
は
、
昨
年
の
暮
れ
か
ら
今
年
の
初
め
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
与
党
は
こ
の
問
題
を
、
平
成
十
九
年
五
月
下
旬
ま
で
何
の
対
策
も
と
ら
ず
に
放
置
し
て
き
た

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
以
下
に
質
問
す
る
。

一

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
長
妻
昭
議
員
か
ら
六
十
五
歳
以
上
で
宙

に
浮
い
た
年
金
記
録
が
、
厚
生
年
金
保
険
に
関
し
て
千
七
百
五
十
四
万
件
、
国
民
年
金
に
関
し
て
五
百
八
十
九
万
件
存
在
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
六
十
五
歳
以
上
で
明
ら
か
に
給
付
年
齢
に
達
し
て
い
る
宙
に
浮
い
た

記
録
が
約
二
千
三
百
四
十
万
件
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
当
時
の
厚
生
労
働
大
臣
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
理
解
し
て

間
違
い
な
い
か
。

一



二

平
成
十
九
年
二
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
長
妻
昭
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
柳
澤
厚
生
労
働
大

臣
は
、
十
五
年
度
か
ら
十
八
年
十
二
月
ま
で
に
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
進
達
に
基
づ
い
て
、
十
四
万
三
千
九
百
八
十
一

件
の
裁
定
変
更
処
理
依
頼
を
受
け
付
け
た
と
の
答
弁
を
行
っ
て
お
り
、
当
然
平
成
十
九
年
二
月
の
時
点
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
は
毎
年
四
万
人
弱
の
裁
定
変
更
が
行
わ
れ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

三

平
成
十
九
年
三
月
一
日
の
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
い
て
、
長
妻
昭
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
柳
澤
厚
生
労
働
大
臣

は
、
平
成
十
八
年
の
八
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
た
年
金
記
録
確
認
の
申
立
の
う
ち
、
一

万
八
百
五
十
八
件
、
す
な
わ
ち
一
ヶ
月
当
た
り
約
二
千
七
百
件
が
、
社
会
保
険
庁
に
証
拠
が
な
い
と
し
て
訂
正
が
み
と
め
ら

れ
な
か
っ
た
と
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
委
員
会
で
、
柳
澤
厚
生
労
働
大
臣
は
、
社
会
保
険
庁
に
は
記
録
が

な
い
が
、
本
人
が
領
収
書
な
ど
を
保
管
し
て
い
た
た
め
、
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
事
例
が
、
八
十
六
件
存
在
し
て
い
る
こ
と
も

答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
三
月
一
日
の
時
点
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
領
収
書
は
あ
る
が
年

金
記
録
が
消
え
て
い
る
事
例
が
八
十
六
件
存
在
し
、
年
金
記
録
が
消
え
て
い
る
と
い
う
訴
え
が
却
下
さ
れ
た
事
例
が
毎
月
約

二
千
七
百
件
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
理
解
し
て
間
違
い
な
い
か
。

四

一
か
ら
三
が
間
違
い
な
い
と
す
る
と
、
平
成
十
九
年
三
月
一
日
の
時
点
で
、
少
な
く
と
も
厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
金
記
録

二



が
消
え
た
事
例
が
間
違
い
な
く
存
在
し
、
毎
月
約
二
千
七
百
件
の
年
金
記
録
訂
正
の
訴
え
が
棄
却
さ
れ
、
毎
年
約
四
万
件
弱

の
年
金
記
録
の
訂
正
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
約
五
千
万
件
の
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の

記
録
が
約
二
千
三
百
四
十
万
件
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
少

な
く
と
も
、
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
の
名
寄
せ
と
通
知
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、
年
金
記
録
が
消
え
て
し
ま
っ
た
方
の
た
め
の

第
三
者
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
内
閣
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
内
閣
の
見
解
は
い
か
が
か
。

五

平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
の
新
聞
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
平
成
十
九
年
五

月
下
旬
ま
で
に
は
年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
は
実
態
の
把
握
を
行
っ
て
い
た
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
で
は
、
平
成
十
九
年
三

月
一
日
か
ら
五
月
下
旬
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
内
閣
が
ど
の
よ
う
に
し
て
実
態
把
握
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
が
新
た

に
明
ら
か
と
な
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
、
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
情
報
が
、
そ

れ
以
前
に
得
ら
れ
た
情
報
と
ど
う
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
政
府
が
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
か
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

六

私
の
見
解
で
は
、
こ
の
間
の
経
緯
を
見
る
限
り
、
内
閣
は
年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
を
、
少
な
く
と
も
平
成

三



十
九
年
三
月
一
日
に
は
知
り
な
が
ら
、
そ
の
意
義
や
重
大
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
問
題
を
放
置
し
た
と
理
解
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
内
閣
の
政
治
責
任
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


